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令和７年度第１回南丹市地域自立支援協議会議事録

１．招集年月日 令和７年７月３日（木）

２．開催年月日 令和７年８月５日（火）午後２時～３時５０分

３．開催場所 南丹市役所 ３号庁舎 ２階 第４会議室

４．委員の総数及び出席者数並びにその氏名

（１）委員の総数 １８名

（２）出席者数 １３名

（３）出席した委員の氏名（敬称略）

５．傍聴者数 ０名

６．議事の経過の要領及び議事別の議事事項

役職 氏名 所属役職 出欠 備考

会長 岩内 守 社会福祉法人京都太陽の園 法人事務局長 ○

副会長 山本美佐子 南丹市身体障害者福祉会 会長 ○

委員 孔 栄鍾 佛教大学社会福祉学部社会福祉学科 准教授 ○

委員 小畑 正彦 南丹市民生児童委員協議会 監事 ×

委員 新井 智仁 南丹市社会福祉協議会 生活支援部長 ○

委員 小林 義博 口丹心身障害児者父母の会連合会 ○

委員 木戸 吉行
南丹市精神保健福祉推進家族会南丹つぼみ会 美山支部

長
○

委員 今西 猛 特定非営利活動法人城山共同作業所 理事長 ×

委員 小西 雄也 特定非営利活動法人はぴねすサポートセンター 総務部事務長 ○

委員 奥村 研也 社会福祉法人あけぼの学園るりけい寮 施設長 ×

委員 河地 徹 ふない聴覚言語障害センター センター長 ○

委員 中原 和夫 京都西陣公共職業安定所園部出張所 統括職業指導官 ○

委員 小林 仁
なんたん障害者就業・生活支援センター センタ

ー長
○

委員 由良 知子 京都府立丹波支援学校 校長 ×

委員 中越 豊 京都中部総合医療センター 事務局長 ○

委員 原田 寿樹 京都府南丹保健所 福祉課長 ×

委員 堀内 聡 花ノ木医療福祉センター 生活支援係長 〇

委員 田川 麗子 障害者生活支援センターこひつじ 相談支援専門員 ○

合計 18 名 13 名
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司会 ただいまより、南丹市地域自立支援協議会を開催させていただきます。司会を務め

させていただきます南丹市福祉保健部社会福祉課長の奥村でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。それでは、開会にあたりまして、岩内守会長よりごあいさつ

をいただきます。よろしくお願いします。

会長 失礼いたします、皆さんこんにちは、社会福祉法人京都太陽の園の岩内です。令和

７年度第１回南丹市地域自立支援協議会の開会にあたりまして一言ご挨拶を申し上

げます。委員の皆様におかれましては、お忙しい中、本日の協議会にご出席いただき、

ありがとうございます。さて、例年にも増して日々暑い日が続いています。報道では

災害級の危険を感じる暑さと毎日のように言ってますけども、熱中症での搬送の人数

や、リチウムイオンバッテリーから火災する報道、あとは水難事故、熊の出没も例年

より多いような感じで、暑さが原因となっているような事件事故の報道が絶えない日

が続いています。いつまで続く分からない暑さですけども、去年もずっと真夏日が続

き、１０月でも真夏日があったような記憶があります。異例の暑さが続いてますけど

も、今後は昨年でもあったような線状降水帯による水害というのも起こりかねないよ

うな気候が続いており、それも心配されるところですが、今はまず皆様ご自身の健康

に留意されることを願っております。本日の協議会では、「障害者施策に関する連携

体制のフォロー図について」「令和６年度の事業報告について」「令和７年度障害者就

労施設等からの物品等調達方針」「南丹市第８期障害者福祉計画・第４期障害児福祉

計画策定について」の４つの事項について説明と報告、次回からの協議会に繋がるよ

うな、皆さんからのご意見を賜りたく存じます。本日はどうぞよろしくお願いいたし

ます。

司会 ありがとうございました。それでは、本日の協議会に事前に欠席のご連絡をいただ

いております委員の方を報告させていただきます。資料１枚目は次第となっておりま

す。その裏面の方に委員名簿が載っておりますのでご紹介させていただきます。まず

欠席を聞いておりますのが、あけぼの学園るりけい寮施設長の奥村委員、２人目は、

丹波支援学校校長の由良委員、そして最後に南丹保健所福祉課長の原田委員、この３

名の方から欠席の方を聞いておりますので、ご報告をさせていただきます。次に、会

議の成立についてご報告を申し上げます。委員数が１８名のうち、本会議の出席委員

が１３名です。よって半数以上にご出席いただいておりますので、南丹市地域自立支

援協議会条例第６条第２項の規定により、本会議は成立しておりますことをご報告い

たします。また本日の協議会より、委嘱しております委員の方に変更がございました

のでご紹介をさせていただきます。まず南丹市身体障害者福祉会会長の山本美佐子委

員です。続きまして、ふない聴覚言語障害センター長の河地徹委員です。続きまして、

京都中部総合医療センター副管理者の中越豊委員です。委嘱状につきましては、大変

失礼ではございますが机の上に置かせていただいておりますことをご了承願うとと

もに、新しい委員の皆様におかれましては、今後とも大変お世話になりますがよろし

くお願いいたします。
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司会 続きまして事務局の紹介をさせていただきます。南丹市福祉保健部長の川勝部長で

ございます。続きまして社会福祉課課長補佐の田中でございます。同じく社会福祉課

課長補佐の仲田でございます。以上が事務局となりますよろしくお願いします。

続きまして次第の（３）、副会長の選出に移らせていただきたいと思います。委員

の変更により、現在、空席となっております副会長の選任でございます。選出方法に

つきましては、南丹市地域自立支援協議会条例第５条の規定によりまして、委員の互

選によるとなっておりますがどのようにさせていただいたらよろしいでしょうか。

事務局一任

司会 では、事務局から推薦をさせていただきます。副会長には南丹市身体障害者福祉会

会長の山本美佐子委員にお願いしたいと存じますが、ご異議はございませんでしょう

か。

異議なし

司会 ありがとうございます。それでは山本委員には副会長席に移動をお願いいたしま

す。また、早速で申し訳ございませんが、副会長より一言ご挨拶を頂戴したいと思い

ます。よろしくお願いします。

副会長 失礼いたします。副会長に選出いただきました、南丹市身体障害者福祉会会長の山

本でございます。少し声が枯れてますが申し訳ないです。どうぞよろしくお願いいた

します。

司会 ありがとうございました。それでは本日の配布資料についてご確認をお願いしたい

と思います。まず一番上は次第でございます。裏面は委員名簿を載せております。次

に右上に資料①－１と書いております「南丹市障がい者施策に関する連携体制フロー

図」、そして裏面は資料①－２「南丹市障がい者施策に関する連携体制フロー図の補

足」でございます。そして三つ目が、資料②－１「南丹市障害者計画の進捗状況につ

いて」でホッチキス留めされた資料でございます。そして次は②－２「南丹市障害者

計画施策シート」で、Ａ３サイズの大きいものになっております。次に資料③「令和

６年度南丹市障害者基幹相談支援センターの活動報告」でＡ４サイズでホッチキス留

めがされております。次に資料④「令和７年度障害者就労施設等からの物品等の調達

方針」で、これもＡ４サイズの縦のホッチキス留めのあるものです。次に資料⑤「第

８期南丹市障害福祉計画・第４期障害児福祉計画の概要及び策定について」。続いて、

「南丹市地域自立支援協議会の条例の抜粋」がございます。そして緑色のリーフレッ

ト「つむぐ」を置かせていただいております。次は、「令和７年度障がい者福祉のあ

んない版」クリーム色の分厚い冊子を置かせていただいております。そして「令和７

年度当事者団体加入のすすめ」を置かせていただいております。また、新規委員の方

には、「第４期南丹市障害者計画及び第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画」

の冊子を置かせていただいております。以上ですが、お手元に届いていない資料がご

ざいますでしょうか。皆さんお揃いでよろしいでしょうか。ご確認ありがとうござい
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ました。

それでは、南丹市地域自立支援協議会条例第６条第１項の規定によりまして、岩内

会長に議事の進行をお願いいたします。

会長 はい。それでは次第に基づきまして、それぞれの議題について進めていきたいと思

います。説明事項（１）障がい者施策に関する連携体制フロー図について、事務局か

ら説明をお願いします。

事務局 失礼をいたします、社会福祉課仲田です。私の方からは、（１）南丹市障がい者施

策に関する連携体制フロー図について説明をさせていただきます。資料につきまして

は①－１になります。この連携体制フロー図につきましては、昨年度の第１回協議会

でもご説明をさせていただいているところではございますが、今回から新たに出席い

ただく委員の皆様もおられますので、改めましてご説明をさせていただきます。それ

では資料①－１をご覧ください。南丹市地域自立支援協議会の連携体制としてはこの

図に示しているとおり障害者基幹相談支援センター、それから障害者相談員、相談支

援事業所会議、障がい者支援ネットワーク会議、障害者就労支援ネットワーク会議、

当事者団体ネットワーク会議がございます。この協議会は、これらのネットワークの

中心に位置付けされているものであり、各種会議で議論され上がってきた課題など

を、この協議会へ提示いただき、委員の皆様からそれぞれのお立場で専門的なご意見

をいただくことで、問題解決につなげていく、そのようなイメージを持っていただけ

ればと思っております。各種会議の活動につきましては、資料①－１の裏面の資料①

－２にお示しをさせていただいておりますので、またご覧いただけたらと思います。

各種会議については、それぞれ記載をしております内容で、昨年度または本年度の活

動を展開され、そこでは様々な情報交換や具体的なケースへの対応、そしてそれぞれ

の分野における課題の共有がなされております。後ほど令和６年度の基幹相談支援セ

ンターの活動報告、また就労支援ネットワーク会議の取り組みにつきましてもご報告

をさせていただきます。以上簡単ではございますが、連携体制の説明とさせていただ

きます。

会長 ありがとうございました。今の説明に対して、ご意見、ご質問等はございませんか。

特にございませんか。それぞれの会議の内容が、こちらの自立支援協議会の方に上が

ってくるように、活発に協議できたらなと思っております。それぞれの会議に出席さ

れる方もこの中にもおられると思いますので、またいろんな意見をこちらの方に上げ

ていただけると嬉しいかなと思いますのでよろしくお願いします。それでは質問や意

見等、特にないようですので、続いて説明事項（２）①令和６年度の事業報告につい

て南丹市障害者計画の進捗状況について事務局から説明をお願いします。

事務局 失礼をいたします。続きまして（２）令和６年度の事業報告についての①南丹市障

害者計画の進捗状況についてご説明をさせていただきます。お配りしております資料

②－１「南丹市障害者計画の進捗管理について」をご覧下さい。南丹市障害者計画に

ついては、障害者基本法に基づくものであり、障がい者のための施策に関する基本的
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な事項を定めたもので、令和４年度に南丹市地域自立支援協議会に諮問し、第４期南

丹市障害者計画を策定しました。現行計画については、令和６年から令和１１年度ま

での６年計画となっており、「障がいのある人もない人も ともに尊重し合いながら

安心して暮らせるまち 南丹市」を基本理念としております。また、この基本理念の

もと１ページ中段から２ページ中段までに記載している７つの視点に立って計画を

推進しているところです。２ページ中段以降の表をご覧ください。本計画の施策体系

図を表にしております。６つの基本目標及び目標を達成するための２３の施策を示し

ております。少し飛びますが６ページ目になります。このページにつきましては、令

和６年度末時点での計画における各施策の実施状況をまとめております。計画の目標

１から６までを示しており、その右側には各目標を達成するまでの施策を示しており

ます。この基本施策の詳細につきましては、資料②－２のＡ３版の大きな資料になり

ますが、こちらに各基本施策の実施状況をまとめています。Ａ３版の資料で左上に南

丹市障害者計画（令和６年度から令和１１年度）施策シートと書かれたものになりま

す。先ほど申し上げた６つの基本目標、これを少し分かりづらいかもしれませんが、

色付きで区分けさせていただいています。事業項目については、一番左に通し番号が

１番からありますが、番号が付いているものが事業項目となります。これら詳細事業

につきましては、市役所内の各担当部署で事業内容を検証し、毎年、取り組み状況に

ついて評価を３段階に分けて報告を受けております。令和６年度の実施状況と書かれ

た列の「１.計画通りに実施した」、「２.一部実施した」、「３.実施していない又は検

討中」これら３段階に分けて報告されたものが先程言いました令和６年度の実施状況

になり、その横に取り組み状況を記載しています。こちらで、それぞれの施策の実施

状況の方をまとめています。申し訳ありませんが、資料の②－１の６ページに戻って

いただきたいと思います。先程説明させていただきました中段に示している表で、令

和６年度のそれぞれの達成状況を記載しています。全体で６９項目ある施策の中で、

令和６年度は５５項目が「計画通りに実施した」となっております。また、「一部実

施した」は１１項目、それから「実施していない又は検討中」が３項目という結果と

なりました。取り組み状況としては、先ほどご説明しましたＡ３版の施策シートに記

載しておりますが、この６ページ目の中断以降に主な取り組みをまとめていますので

ご報告をさせていただきます。基本目標１の「ともに育ち、ともに学ぶために」での

主な取り組みとしては、年々相談件数が増加する児童の発達相談にも対応できるよう

発達支援センターが中心となり、各関係機関との連携強化や保育の場への支援の充実

を図っております。また教育の場においては、教育相談事業を充実させ、保育所、幼

稚園、小中学校における特別な支援を必要とする子どもの就学先、将来にわたる自立

への見通しが持てる相談活動の推進を図ることで、より一層保護者と本人に寄り添っ

た支援を行ったところです。基本目標２の「働く場や生きがいの創出のために」での

主な取り組みでは、障害者就労支援事業所などに通所される方を対象に通所に必要な

交通費の一部助成を行ない利用者の経済負担を図りました。また、生きがいづくりの

促進に向け、グループワーク事業をこころの健康推進員や精神保健福祉推進家族会の

協力により、１８回開催し、精神的な不安のある方に対して交流の場や社会活動の機
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会の提供を図りました。今後は、「障害者雇用支援月間」を中心に、障がいのある方

の雇用促進を図るため障害者雇用の理解と啓発の取り組みを進めたいと考えており

ます。基本目標３「すこやかなくらしのために」では、難病患者への支援の充実に向

けまして、京都府が事務局となりますが、南丹保健所難病対策地域協議会で難病患者

の支援体制に係る課題について情報共有協議を行なっています。また、障がいのある

方が地域で安心して暮らしていけるよう障害者基幹相談支援センターを中心に相談

支援事業所との連携会議を定期的に開催をしました。基本目標４「自立した生活をお

くるために」では、福祉の総合相談窓口や基幹相談支援センターを設置し、関係機関

との連携を図りながら情報提供、助言を行ない総合的・継続的に支援を行ったところ

です。また、地域の障害者相談員による「なんでも相談日」を開催し、当事者や家族

目線に立った相談対応を行ない、相談体制の充実を図りました。また、情報提供体制

の充実を図るため、ふない聴覚言語障害センターへの委託により、手話・要約筆記奉

仕員養成講座を実施し、意思疎通体制づくりに努めました。市役所の窓口では、ＵＤ

トーク、透明ディスプレイを設置して、コミュニケーション支援の充実を図っており

ます。生活の場の確保では、社会福祉法人等が行ないますグループホームの整備に支

援を行ない、障がいのある方の住み慣れた地域での暮らしの整備を図っております。

基本目標５「安全で快適な暮らしのために」になります。こちらに関しましては、

公共施設をはじめ道路、交通安全施設、公営住宅等の整備はそれぞれの計画に基づ

き、ユニバーサルデザインの視点に立った環境整備を進めているところです。また、

安全・安心な地域づくりのため、災害時要配慮者台帳の整備も図っております。今後

は、公共施設や聴覚障害のある方が集まる場所へのアイドラゴンの導入を検討してい

るところです。基本目標６「共感しあえる地域づくりのために」では、南丹市身体障

害者福祉会の皆様により、障害者の日や障害者週間の啓発活動の取り組み、また福祉

の心、人権意識の高揚を図りました。また、市内４か所に地域活動支援センターを開

設し、障がいのある方の居場所づくり日中活動の提供を図り、様々な企画により地域

コミニュティ・ネットワーク作りに努めたところです。全体を見ていただきますと、

一部「実施していない又は検討中」の項目も３項目あるところですが、今後も、より

一層地域一体となって障がいの有無にかかわらず誰もが相互に人格と個性を尊重し

あえる地域共生社会を目指し、充実した支援が行なえるよう、引き続き各関係機関と

の連携を図りながら体制整備に努めていきたいと考えております。以上、障害者計画

進捗関係についての報告とさせていただきます。

会長 ありがとうございます。それでは今の説明にご意見ご質問はございませんか。

Ａ委員 南丹市身体障害者福祉会の令和６年度の活動について、少し報告させていただきま

す。今ありましたように、「共感しあえる地域づくりのために」のところで書いても

らっていますが、１２月の障害者の日や障害者週間で、マーケット前などでグッズを

配布したり、啓発活動ということで旗立てをしています。その他に、当事者団体加入

のすすめというパンフレットを今日配ってもらっていますが、その中に家族会の活動

なども書いてありますが、身体障害者福祉会のことについて説明します。南丹市身体
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障害者福祉会は、ほぼ毎月役員会行っています。主な活動としては、５月に評議員会、

６月に日帰り親睦旅行、１０月に福祉大会、１１月にはスポーツ大会、１２月には先

ほど言った啓発活動というふうに年間を通して活動を行っています。３月には全国車

椅子駅伝競争大会の応援に参加したりしました。それから研修も、京都府障害者の集

いや南丹ブロックの幹部研修会等があり参加しています。スポーツ関係でも京都府障

害者スポーツ大会や京都府民総合体育大会があり、主に卓球バレーやボッチャ競技に

希望者を募って参加しています。昨年よかったのは、日吉町の「遊ｙｏｕひよし」で

１０月に実施した福祉大会で、記念式典の後にプロの紙芝居師の小川よしのりさんに

来ていただき、大きなスクリーンでの自作の紙芝居等、いろいろしていただきまし

た。小川さんは１８歳で筋ジストロフィーになられて、今、京丹波町に住んでおられ

ますが、紙芝居のお話もとても良くてすごく素晴らしく、感動しました。舞鶴など京

都府下の人権の講演会にもよく行っておられると聞いています。その他、スポーツ大

会も社会福祉課の方に協力いただき楽しく過ごせました。全体的にスポーツに関して

は、日常的なことではありますが、八木支部では八木町にあります東部文化センター

で月３回卓球バレーをされており、時々私も参加させてもらっています。それから美

山支部では、昨年よりパラリンピックでも競技になっているボッチャを月１回集まっ

てされています。すごく嬉しいことは、月１回、その卓球バレーも八木の社会福祉協

議会の方で、車を出してもらって丹波自然公園に行けることや、そのうえ、社協さん

も行事などに１人は添乗して、会員の家の近くまで車で送迎をしてもらえることで

す。やはり障がいがあると、それは高齢者にも共通していますが、外に出るにも交通

手段がなかなか無いです。これからもそういった送迎の面でいろいろお世話になりま

すがよろしくお願いします。それと課題は、会員になる方を増やすことですが、どの

方が身体障害者手帳を持っておられるのかが個人情報保護で、私たちには分からな

く、つき合いの範囲を超えていません。市役所で障害者手帳交付された時には入会の

お誘いの冊子を渡してもらっているようですけれども、どなたがっていうことが分か

らなく、会員を増やす方法を考えています。最後に身体障害者福祉会としても２月５

日に南丹市に要望書を提出をいたしました。それは南丹市の財政健全化ということ

で、共同作業所等の通所交通費制度や障害福祉医療費の制度、福祉タクシー等事業の

制度が変わるとかいうことで、やはりそれは困る、命に関わる、生活に関わるという

ことで、福祉会としても今までのままで継続して欲しいという要望書を市長さんに渡

して、市長さんと懇談の場も持っていただきました。でもやっぱり市長さんは自分で

思ってる通り議会に提案したいっていうふうに言われ、残念でした。それで具体的に

はこの８月１日から障害福祉医療費の対象が非課税世帯のみになるとか、作業所の交

通費が４月から変わるなど変化も聞いています。相談に行かれてる方もあると思いま

す。本当に障がいがあると、それに伴って免疫力が落ちたりとか、例えば精神疾患の

薬を飲んでると歯茎がちょっと脆くなるとか、そういうことですごく医療とは切り離

せないものです。それでこういった変更によってお医者さんにかからない、薬を飲ま

ないというようなことで症状や障がいが悪化する方がいないかと心配しています。３

年後、是非、また見直して欲しいと思っています。以上、福祉会の令和６年度の活動
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ということで話をさせていただきました。

会長 ありがとうございます。詳しい報告をいただきました。切実な思いも含まれてまし

たけど、どうでしょうね。また見直しがきくところは見直しをしていただければ協議

会としても嬉しいなとは思います。今の前段の説明の中で「自立した生活を送るため

に」のところに、ふない聴覚言語障害センターへの委託による要約筆記奉仕員養成講

座っていうのが出てきたんですけども、これについても報告いただけたら嬉しいかな

と思います。河地センター長よろしいでしょうか？

Ｂ委員 私どもの法人は京都府下に約５０ヶ所の事業所とセンターがあるんですけれども、

私の勤務するふない聴覚言語障害センターは、養成事業と派遣事業ですね、それを南

丹市と京丹波町から委託を受けています。昨年の２０２４年度でお伝えをすると、養

成の方が３つありまして、手話入門講座と手話基礎講座と要約筆記者養成講座という

のがございます。まず手話入門講座が、定員１５名のところ昨年度は１５名受講があ

って修了が１３名でした。修了率としては８６％です。手話基礎講座は、この手話入

門講座を修了された方の中からステップアップをするんですけども、その方が１１名

申し込みがあり、６名の修了というところで、修了率としては５４％となりました。

半数の方がやはり秋になると、様々な行事があり、それで欠席が多くなって修了でき

なかったという事を伺っています。３つ目が要約筆記者養成講座ですが、定員１５名

となっていますが、なかなか認知度も低く、手話と比べると何をしたらいいのか分か

らないというところもあって、昨年度は１５名のうち３名の申し込みがあり、修了者

は３名ということになっています。今この３つの養成講座の現状と課題を言います

と、まず手話入門講座が終わりまして手話基礎講座に進むんですけれども、これが手

話奉仕員養成講座といいまして奉仕員ですね。そのあとに、手話通訳者養成講座とい

うのがありまして、それで名前で言うとホップ・ステップ・ジャンプという、この３

つの講座があるんですけども、そこへのなかなか後押しが今できてないのが現状かな

と思い、そこの手話基礎講座からホップにつなげるために、ところてんという手話の

フォローアップ講座をしてるんですけども、それをやっていてもなかなかそのホップ

まで繋がらない現状があります。理由をお聞きすると、まずは１回分の講座時間が長

いというところがあり、また、会場が遠方というところもあり、京都府下では、北部

は福知山が開催地になるんですけども、ここから福知山ですと車で１時間ぐらいかな

と思うんですけども、南部になると城陽市になってしまいますので、なかなかその手

話の基礎講座を終えられた方が手話通訳者養成のホップに進むというのが難しい現

状があります。また、手話通訳者養成ですね。ホップ・ステップ・ジャンプが終わっ

た後に京都府の手話統一試験というのがあるんですけども、これもなかなか難しい試

験でして、私が合格した年で言いますと、５５名ほど受験して合格者が３～４名とい

うことで、合格率が１０％に満たないという難しい試験なんですけども、それも原因

にはあるのかなと思います。また手話の奉仕員養成講座や要約筆記者養成講座につい

ても、講師の高齢化もあって、講師の担い手もない現状があります。長い目で見ると

やはり手話通訳者・要約筆記者の養成というのを、長いスパンで検討する必要がある
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のかなと思っています。２０２５年度ですけども、手話の入門講座が１５名の定員の

中１４名申し込みがあり、見込みではありますが、今週の土曜日が修了・閉講式で、

今のところ修了者が１０名となっています。要約筆記者養成講座については今年度も

３名の申し込みがありました。今年度、新カリキュラムとなり、１回の講座が３時間

と少し長いこともあり、申し込み者が増えないという現状があるかなと思います。あ

と、今年度は例年土曜日開催なんですけども、お仕事の関係もあって３名ほどが全く

受講されない、申し込みはあるんですけども３名の方は１回目から来ないという状況

もありまして、電話で伺いますとやはり仕事が休めないというところですいませんと

いう返事だったんですけども、そういう状況もあります。次に２０２４年度の手話通

訳者と要約筆記者の派遣事業なんですけども、手話通訳者が南丹市と京丹波町合わせ

て１１名の方が登録をされていますが、実際に手話通訳者として活動してもらえてる

方が、昨年度でいうと２名です。お２人とも女性ですので、男性の通訳者がいるよう

な場合には、ふない聴言センターが担当しているということになるんですけども、や

はり１１名の中で２名しか活動してもらえてないというところにも少し課題がある

のかなと思います。今年度でいうと男性の手話通訳者１名の方が復帰してもらえてい

るので、実働者としては３名で活動してもらえる状況です。ちなみに南丹市の方が２

名と京丹波町の方が１名です。要約筆記者については、登録者数としては４０名ほど

いらっしゃいまして、南丹市在住の方が２５名、京丹波町が１５名いらっしゃるんで

すけども、実際にこれも活動してもらえてる方というのは１０数名ですので、こちら

についても少し課題かなと思います。あと、最近で言うと、要約筆記もパソコン要約

筆記者というとのがございまして、要約筆記とは別に資格が要るんですけども、南丹

市と京丹後町合わせて４名いらっしゃるので、４人グループでパソコン要約筆記をす

るので活動できる状況ではありますが、ただ、その設備等が必要で、なかなか難しい

のかなというふうに思います。あと、手話通訳については大半の手話通訳をふない聴

言センターの設置として対応しているんですけども、やはりニーズとしてはプライバ

シーであったりとか個人情報もあって、やはりそういった公的な立場で通訳をして欲

しいという方もいらっしゃいまして、これについては例えばですけども市役所の方に

手話通訳を設置してもらって、公的な立場で通訳してもらえるとありがたいというふ

うにおっしゃる当事者の方もおられます。あともう１点ですが、現任研修会というの

を実施しておりまして、手話通訳者の方とか要約筆記者の方の研鑽ですね、毎年数回

実施をしているんですけども、やはり手話通訳者についても、資格を持ってはいらっ

しゃるんですけども、実際に活動している方が少ないというところもあって、日々の

研鑽に積極的な方が少ないかなというふうには見ています。昨年でいうと、手話通訳

者の方が２回開催したんですけども、２回とも２名から３名の参加というところで小

ぢんまりとした研修会だったのかなというふうに思います。要約筆記者の現任研修会

については、１回目の方が２名で、2回目の方は１０名いらっしゃったんですけど
も、こちらについてももう少し周知が必要かなと思っています。以上です。

会長 ありがとうございます。詳しい報告ありがとうございました。今の報告を含めて、

何かご意見ご質問はございませんか。今の障害者計画の進捗状況についての中で、地
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域活動支援センターとなんでも相談日の件が出てきたと思いますが、実は園部の地域

活動支援センターの方は、私どもの法人が委託を受けております。地域活動支援セン

ターの活動の１つとして、なんでも相談日を設けて、協議会委員の小林委員にもお世

話になっているところです。ただ、地域活動支援センターについては、８月から設置

場所を園部町本町の京都太陽の園分場から横田の「こひつじの苑」の隣の建物に場所

変更させてもらっていますので報告をさせていただきます。８月２２日のなんでも相

談日は予定どおり実施されますのでよろしくお願いいたします。その他、何か報告も

含め、ご意見ご質問はございませんか。

Ｃ委員 地域活動支援センターの園部地域のことを発言しようと思ってたんですけど、今、

会長が言われたので、もう少し質問したいと思います。この地域活動支援センターと

いうのは、まだ就労できない、あるいは入所もされていない、家から出られない障が

い者の方が、まず自力で人の関わりや社会との関わりを得ようとする、そういう支援

を行うところだと思うんです。非常に重要なところで、園部の本町、街中にあったセ

ンターが、街からいうと２キロぐらい距離があるかと思いますけど、園部町横田のこ

ひつじの苑へ移ったと。やっぱりこういう利用者にとっては、移動手段も十分持ちえ

ない。要するに利用が難しくなることが十分予想されます。私も参加してますし、さ

っきも言われましたなんでも相談に来られる相談者が減るのではないかと思ってい

ます。ここで確認させていただきたいのは、この場所変更に至った経緯とか、そうな

らないような市の関わりなど、説明いただいたらと思いますし、あわせて、これまで

のような街中にセンターを置けるように、市には最大限の努力をお願いしたいと思う

んです。場所変更に至った経緯、市がそういう状態をできるだけ避けて欲しいと思い

ますので、障がいの当事者にしてみたらですね、やはり遠くなって不便で、今までや

ったら歩いて行けたけど行けへんと。やっぱり街中にあるのが一番理想的だと思うの

で、経過や市の動きをお教えいただいたらなと思います。

事務局 社会福祉課の田中です。地域活動支援センター事業の担当をしています。今ありま

した園部の地域活動支援センターですが、平成２２年頃から京都太陽の園にお世話に

なり、今の京都太陽の園分場を通所の作業所と相談支援事業所と含めてで、法人の方

で借り上げをされ、その中で地域活動支援センターもお世話になっていたところです

が、法人側での賃貸という事情もあり、移転をせざるをえないということをお伺い

し、できるだけ参加いただけるような街中の方がいいなということで、どこかいい場

所がないか法人と協力しながら探したところですが、なかなか市街地になりますと空

き施設というところも見つからなかったということと、あったとしても障がい者の通

う施設ということで、バリアフリーであったり多目的トイレの設置など環境のことを

考えると、今の時点ではいい場所がなく、法人の方が現在持っておられる施設の方に

移転ということになりました。ご意見のあった交通の面ですね、通所のしやすさいう

ところも運営いただいてる法人も大変気にかけていただいておりまして、「毎回・毎

日・誰でも」っていうことでは、カバーする人材であったり車の問題も出てきますの

で、毎回ではないですけれども参加者の状況を見ながら、プログラムの日にはちょっ
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と送迎を考える等の対応もいただきながら、実際８月からの運営いうことで話をして

いるところです。以上です。

会長 ありがとうございます。場所移転に至った経緯については、法人の力不足っていう

のが一番の大きな原因ではあります。正直言ってお恥ずかしい話なんです。ただ、や

はり法人としても運営は建て直しながら続けていかなくてはいけないこともありま

すし、場所についても「こひつじの苑」と同じ番地になるんですけども、そこでずっ

と続けるとは考えておりません。引き続き場所については検討して探していますの

で、何か良い物件があったらお伝えいただければ、検討していきたいと思っておりま

す。よろしくお願いします。

委員 今、法人の力不足と言われたら本当に申し訳ないなと法人に対しては思うんですけ

ど、やはり法人が確保するのではなく、市として障がい者のために確保するという思

いで、ぜひ街中にセンターができますように、市には最大限努力していただきたいと

思っています。よろしくお願いします。

会長 ありがとうございます。他にご質問ご意見ございませんか。それでは特にないよ

うですので、続いて（２）令和６年度事業報告について②南丹市障害者基幹相談支

援センター活動報告について、基幹相談支援センターから説明をお願いしま

す。

事務局 社会福祉課田中です。資料③になります。南丹市の障害者基幹相談支援センター

は、平成２６年から社会福祉法人京都太陽の園に委託し、法人の中にあります「障害

者生活支援センターこひつじ」という相談支援事業所に運営をいただいているところ

です。令和６年度ですが、法人の相談支援専門員の方１名と、基幹相談支援センター

の機能強化ということで、南丹市で精神保健福祉士の専門職を１名雇用しまして、２

名体制で基幹相談支援センターを運営しているところです。この資料の活動報告は、

法人の方から年度末に報告いただいた部分を、資料として付けておりますので簡単に

報告させていただきます。昨年度、令和６年度の相談支援の件数を最初に載せており

ます。障がい者と、１８歳までの障害児の相談件数を挙げておりますが、合計で障が

い者の方が４２件、障がい児の方は支援学校の進路相談件数を含めて８件、合計５０

件の新規相談がありました。図①のとおり新規相談の受付件数は年々増加傾向にあり

R4年度に比べ１．５倍となっています。主な相談経路としては、最も多いのが本人
や家族、次いで社会福祉協議会の生活相談センターです。また、福祉相談課やこども

家庭課、高齢福祉課など市役所内の関係課との連携による相談対応もあります。以前

は家族からの相談が多く本人が直接相談されることは少なかったですが、最近の傾向

として本人による直接的な相談も増えてきています。

一番下に転帰ということで、５０件のうち、児童さん含めて２４件は単発の相談で、

一旦その時の相談内容は終了したことになります。残りの２４件が継続支援というこ

とで、基幹相談が継続して訪問等の対応をしているケースになります。他機関への引

き継ぎということで引き継いだケースもあります。例えば、先ほどは社協の生活相談
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センターから相談が入ってくるいうことを申しましたけれども、逆でこちら基幹相談

で受けた相談の中で、困窮・経済的な課題で相談が上がってきた場合には、生活相談

センターの方に相談を引き継ぐケースもございました。２ページ目の一番上には、継

続で基幹相談の方が支援を行っている数を書いております。トータルで７３ケースを

基幹の方が他機関と連携しながら継続的に相談支援をしているところです。次に、権

利擁護に関する支援ということで、基幹相談支援センターも障害者虐待の防止支援と

して、障害者虐待防止の啓発であったりとか、あとは虐待の相談が入った時に、市役

所と一緒に動いていただいております。昨年度は障害者虐待の関係で相談を受けたの

が４ケースあり、そのうち障害者虐待があったと認定している件数が２件ございまし

た。その他に障害者虐待以外に権利擁護という観点では、成年後見制度利用促進支援

というところも基幹相談支援センターの業務にあります。これは南丹市にも権利擁護

成年後見センターがございまして、そこと連携しながら、特にこの相談支援４件とあ

る部分は成年後見制度に繋がる前の方で、基幹相談支援センターであったり他の障害

関係の事業所が支援している方で、そういう後見制度を利用された方がいいんじゃな

いかという方を、制度に繋いでいくといいますか、関係する機関に相談を繋いでいく

いうところでの、後見利用の手前のところの支援をしているとご理解いただけるとい

いかなと思います。その他、基幹相談の方は、基幹相談支援センターが開催している

会議であったり、その他圏域関係機関の方が開催される会議の方に構成メンバーとし

て出席していたり、様々な研修の企画運営に携わったり、逆に参加したりしていると

いうことで、３ページから４ページ目にわたって、細かく挙げていただいておりま

す。このような多数の会議・研修に基幹相談の方も参画いただいてるいうところで、

南丹市の福祉支援というところを、色んな方と協議・検討していただいてるというこ

とになります。資料の一番最後のページになります。第６回障がい者支援ネットワー

ク会議全体会まとめの資料をつけております。先ほどのフロー図の方でもございまし

た下の段の真ん中ほどに障がい者支援ネットワーク会議いうことで、こちらも旧町単

位の地域４ヶ所で、その地域の障がい福祉等に携わる事業所によりネットワーク会議

を定期的に行っているところですが、年に１回、全員研修の場ということで全体会を

実施しております。平成３０年に１回目を開催し、毎年続けております。令和６年度

の全体会は、テーマが「本人を中心として、地域生活を考える」ということで、基幹

相談支援センターが手づくりで作ってくれました、障がい者の方の、例であげた架空

のケースを、人生ゲームのようなすごろくゲームを使いながら、それぞれのプレーヤ

ーが関係機関の支援者であったり、地域の色んな方の役割に扮していただいて、すご

ろくで進みながら様々な意見を出し合い交流していくということで、グループワーク

を進めてきました。参加者についても、今回も３６名いうことで、毎回たくさんの事

業所から参加いただいてる研修会になります。そのすごろくゲームを通してのグルー

プワークでは、障害者福祉関係の他に地域福祉や高齢者福祉分野の方からも参加いた

だき、そこで意見交流をすることで関係機関同士の多職種連携であったり、地域のい

ろんな人に役割を扮してもらって意見交流、その人の立ち位置になって意見を出して

もらったりいうことで、地域の方と支援関係機関との連携というところでは、その大
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切さを学べたということで参加者から感想が挙がっておりました。また詳しいところ

はまとめの方にまとめておりますので、目を通していただけたらと思います。資料の

４ページ目の下段の方には、令和７年度、今年度の基幹相談支援センターの活動計画

の方も載せておりますので、また目を通していただいたらと思いますが、今年度は基

幹相談支援センターとも協議をしまして、重点取り組みとしては、障がい者の自立と

必要な支援を考えていくいうことで、様々な会議であったり研修を企画しているとこ

ろです。その取り組みの中でも、今年度は特に事例検討の方を評価して実施していき

たいというところでは、相談支援事業所会議を２ヶ月に１回定例で開催しています

が、そこでも積極的に事例検討という場を設けながら障害者支援についての相談支援

のスキル向上に繋げる取り組みの計画を立てているところです。それ以外には、他分

野の関係機関とのネットワークの構築いうところで、市役所関係で言いますと先ほど

申しました権利擁護、成年後見センターと、社協さんの方でされている困窮関係の生

活相談センター、高齢福祉の方の包括支援センター、障がいの方が基幹相談支援セン

ターいうことで、４センター会議を立ち上げて、他分野のいろんな課題を話し合うと

いうことで、ネットワークの構築に努めているところです。以上基幹相談支援センタ

ーの報告とさせていただきます。

会長 ありがとうございます。基幹相談支援センターの説明でしたが、ご意見ご質問はご

ざいませんか。

A委員 すいません。質問とか意見ではないですが、基幹相談支援センターの活動をすごく

たくさんされたり、本当にいろんなところと連携したりとかされて、本当に２人の相

談員さんもすごくお忙しいなっていうふうに思っていました。私も２年間だけ相談員

をしていたんですけど、すごく基幹の相談員さんにお世話になったりとかしてて、本

当にフルにいろいろ活動されて教えてもらったりしてたので、すごく大事な仕事だな

っていうふうに思っています。それで昨日、私、園部の方なんですけど、ちょっとメ

ールが来まして、障がい者を抱える家族の集まりとかが園部にあるのでしょうかと

か、切実に困ったときは市の相談員さんに聞いていただくのですが、日常的なことで

「？」っていうふうに思うことがあって、息子さんとのやりとりで、お母さんから、

私のやり方でいいのか、他の方はどうされてるのかとかそういう情報交換できる場が

あればいいなと思っていますっていうメールをいただいて、ここにおられる小林さん

とかにもちょっとご連絡したんですけれども、いろいろ家族会とかそれぞれの団体で

研修会とかされているっていうことで、その紹介もしたんですが、その時に毎月に発

行されてる広報なんたんの子育てのページで毎月子育て支援ということで、よっとい

で夏祭りとか子育て集いの広場園部はどこ、八木はどこっていうふうに、毎月書いて

あるんですけど、毎月でなくて３ヶ月に１回ぐらいでいいと思うんですけど、その地

域の人が、例えばひきこもりについてちょっとこういう研修会があるよとか、こうい

うところで相談したい方はここに来てくださいっていうことで、何でも相談っていう

のは毎月４行書いてあるんですけども、何でも相談とは違って、それも載せてもらっ

て、その都度、人権の講演会でないですけど、やっぱりなかなか人のところに行って
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相談するとかいうのが、どこに行ったらいいかわからないけれどもたくさんあると思

うので、何かこういう研修会がありますとか、こういうところにちょっと相談に来て

くださいとか、こういう親の会の集まりがありますとか、福祉会でもこういうふうな

行事をしますとか、そういうふうな研修会とか行事とか、そういう何か声をかけても

らったりここに申し込んでもらったら参加できるかどうかわかりますよっていうの

を、この広報なんたんに載せてもらうとか、またその辺を市役所の中でも検討しても

らえたらすごく嬉しいなって思っていました。以上です。

事務局 部長の川勝です。貴重なご意見をいただきありがとうございます。子育ての支援に

関しては、南丹市の方もすごく力を入れてる部分であり、いろんな団体が自主的に活

動しております。居場所ということでは、保育所や幼稚園に行ってない子どもさんと

お母さんが集える場所ということでたくさんできてると思います。今おっしゃったよ

うに障がいのある方、また、精神疾患のある方、ひきこもり等、いろんな課題が福祉

の方でもございます。それぞれの立場の方が必要としている集いや場所など、求めて

おられることも違うと思います。ただ、それを総合的にまとめてご提示するのが私た

ちの役割だと感じております。市では福祉相談課に総合的な相談窓口を設けておりま

す。まずはそこで何でも気軽に話しをしていただくというところから始めてもらうの

が一番大きな強みというか、まず、窓口で相談いただき、そこから色んなところに繋

げさせていただくというような仕組みで、福祉保健部内に窓口を設けておりますの

で、もし、ご相談を受けられた場合は、ご案内していただけたらと思います。また、

今、いただきました様々な課題につきましては、ひきこもり関係でしたら、今週もひ

きこもりについての講演会を、明日、日吉支所３階の会議室で、先生来ていただいて

定員３０人ほどになりますが開催したり、また、金曜日には八木の会場で開催しま

す。しかし、参加者は当事者の家族よりも、行政などの関係機関からの参加の方が多

かったりするので、Ａ委員がおっしゃるように市民の皆様へ十分な広報ができてない

のかなという反省点もございますので、ご意見を踏まえながら精査していきたいと思

っております。ありがとうございます。

会長 ありがとうございます。しっかりした窓口が南丹市でも設けてあることが分かり

ましたけれども、いろんな事業を展開されていてもなかなか周知ができてない部分

があるかと思います。資料のフロー図にあったネットワーク会議の方もいろいろあ

りますし、そこの構成機関・関係機関の方にも周知いただき、そこからまた広報に

載るという形をとっていただければ、よく伝わるんではないかなと思います。また

検討していただいて、様々な方法を取っていただけたら嬉しいなと思いますので、

よろしくお願いします。他にご質問ご意見はございませんか。ないようですので次

に移りたいと思います。（３）令和７年度障害者就労施設等からの物品等の調達

方針について、事務局から説明をお願いします。

事務局 それでは失礼をいたします。（３）令和７年度障害者就労施設等からの物品等の

調達方針につきましてご説明をさせていただきます。資料④をご覧ください。
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この方針につきましては、３の「適用範囲」にありますとおり、市役所の調達に適用

するものでありまして、優先調達法に基づき、就労継続支援、また生活介護事業所な

どに優先発注をするよう定めたものでございます。裏面ご覧いただきまして６に達成

目標を記載しております。今年度の目標につきましては、令和６年度の実績を１％上

回ることを目標とさせていただきました。各事業所によって実績額の増減は異なりま

すが、令和６年度につきましては、全体的に前年度より２１．２７％減の６，１４２，

７２２円という実績となりました。よって、今年度の目標額を１％増の６，２０４，

１４９円と定めているところです。令和６年度は実績額が大きく減少をしておりま

す。その要因のひとつとして印刷業務があげられます。印刷業務は年度によって増減

が非常に大きいもので、令和６年度はこの印刷業務の減少幅が大きかったということ

が要因と考えております。各就労施設への優先調達につきましては、市役所の全職員

に向けた推進を図っているところで、障害者就労支援ネットワーク会議で作成しまし

た商品・作業のパンフレット、また詳細な単価一覧表を全職員がいつでも庁内システ

ムで見られるように環境を整えております。地元企業への配慮をしながらも、簡易な

事務作業等につきましては各事業所に外注するよう、仕組みも導入しているところで

す。南丹市につきましては、現在厳しい予算状況の中ではございますが、発注可能な

新たな業務の掘り起こしなどを各部署に呼びかけるなどしまして、優先調達方針に沿

って目標達成に向けて実施していきたいと思っております。簡単ですが、以上、優先

調達方針のご説明とさせていただきます。

会長 ありがとうございます。今の説明に対してご意見ご質問はございませんか。よろ

しいでしょうか。それでは特にないようですので、続いて、説明事項（４）南丹市

第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画策定について、事務局から説明を

お願いします。

事務局 それでは失礼をいたします。説明事項（４）の南丹市第８期障害福祉計画・第４期

障害児福祉計画策定についてです。資料⑤をご覧下さい。南丹市では、令和６年３月

に「第４期南丹市障害者計画及び第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画」を策

定し、「障がいのある人もない人もともに尊重し合いながら安心して暮らせるまち南

丹市」を基本理念とし、様々な障害者施策を推進しております。この度「第７期障害

福祉計画・第３期障害児福祉計画」が、令和８年度に計画期間が満了となることから、

「第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画」を今年度と来年度の２ヶ年をかけま

して策定をしていきたいと考えております。今回、策定をします障害福祉計画につき

ましては、障害福祉サービス等の必要量や確保に関して定める計画です。また、障害

児福祉計画は、障害児通所支援や必要量の確保に関して定める計画となっておりま

す。２ページ目をご覧ください。本計画につきましては、現行計画の専門的な評価分

析を行い、その成果・課題等を本計画につなげるとともに、国及び府の計画、また、

障害者計画との整合性を図りながら連動性をもって策定をしていきたいと考えてお

ります。３ページの方に今後のスケジュールの方を載せております。現在、策定業務

を請負います業者との契約に向けた事務を進めているところで、先ほど申し上げまし
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たとおり、今回の計画策定は２ヶ年をかけて行なっていきたいと考えております。今

年度は基礎調査として、各福祉関連計画の調査データ等の分析・考察、アンケート調

査等を実施し、調査結果をとりまとめるなど、計画策定のための基礎調査を行う年と

したいと考えております。スケジュール表にあるとおり、調査表の設計を９月から１

１月にかけて行ない、１２月以降に市民の皆様や関係機関の皆様に対してアンケート

調査を実施し、年度内には調査結果の分析及びとりまとめを行う予定をしておりま

す。本協議会では、１０月下旬から１１月にアンケート調査の内容等について検討を

行ない、３月にはそのアンケート結果の分析のとりまとめ、課題等についてご審議を

いただきたいと考えています。また令和８年度は、この令和７年度の基礎調査を踏ま

えた中で、意見を反映した計画策定を行っていきたいと考えております。以上、簡単

ではございますが、この２ヶ年をかけ、計画策定をしていきたいと考えておりますの

でよろしくお願いをいたします。以上ご説明とさせていただきます。

会長 ありがとうございます。今年度の協議内容スケジュールも含んだ説明ではございま

したが、ご意見ご質問はございませんか。よろしいでしょうか。それではまた１０月

の末か１１月に協議会の方でお世話になりたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。それでは次に移りたいと思います。続いて、その他の（１）から（３）について、

事務局から説明をお願いします。

事務局 それでは失礼をいたします。その他の（１）令和７年度の障害者就労施設共同受注

窓口「つむぐ」についてです。これにつきましてはお配りしております緑色のパンフ

レットをご覧いただきたいと思います。南丹市では市内の就労支援事業所同士の協議

の場を目的に就労支援ネットワーク会議を設立しており、現在１２の事業所に参画い

ただいています。この会議におきまして、工賃アップや就労の場の確保に向けたひと

つの手段として、共同受注窓口を開設し、このパンフレットを毎年作成しているとこ

ろです。事務局は、この１２の構成事業所の１つであります京都太陽の園に業務委託

をしており、事務局を中心にパンフレットを活用しながら広報活動に努めていただい

ております。そして、この就労支援ネットワーク会議により、就労支援分野の事業所

が課題を共有しながら協議できる場を設け、事業所間の連携で営業面の効率化や市場

ニーズの共有が可能となっており、販路拡大にも活かせる土台があると考えていると

ころです。また、共同受注窓口の開設により、発注先が分からないといった消費者や、

ひとつの事業所では対応できない大口の受注を逃さない仕組みができているところ

です。委員の皆様にも是非ご利用いただくとともに、お知り合いの方にも広めていた

だくなど、この取り組みへのご協力をお願いしたいと考えております。また、この就

労支援ネットワーク会議につきましては資料①-２にも記載しておりますが、年３回

の会議を開催し、各事業所の意見交換を行なっているところでございます。また、事

業所が実施する収穫祭等のイベントに他の事業所が参加して、事業所のイベントを盛

り上げるなど、連携、繋がりを深めていただいているところです。先ほどご説明した

パンフレットでの広報活動も行なっていますが、この広報活動により、近年は地元企

業様から大口の軽作業の依頼もあり、それを複数の事業所で分けて受注するなど、単
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一事業所では受注が難しいものが受注できるなど、このネットワーク会議の取り組み

の成果が出ているのではないかと思っているところです。以上、就労支援ネットワー

ク会議の報告も含めながら「つむぐ」のご説明とさせていただきます。以上でござい

ます。それでは、説明の方続けさせていただきます。（２）の令和７年度障がい者福

祉のあんない版でございます。これにつきましてはお配りしております黄色の冊子を

ご覧いただきたいと思います。この冊子は、制度をわかりやすく周知するために、窓

口での案内や相談支援業務に活用している冊子でございます。各種制度や事業所情報

などを記載しておりますので、施策検証に活用することも想定しており、この地域自

立支援協議会の監修を経まして平成２８年度より毎年作成しています。内容につきま

しては、制度改正等に応じて今後も毎年度更新をしていく予定です。大幅な修正があ

った場合は協議会の監修を経まして更新をし、軽微な修正は事務局の方で更新しま

す。お目通しをいただき、お気づきの点等ありましたらご意見をいただけたら嬉しい

かなと思っています。併せまして（３）の令和 7年度当事者団体加入のすすめです。

これにつきましてはお配りしております水色の冊子になります。表紙をめくっていた

だき、はじめのほうに記載しています「同じ悩みをもつ方同士がお互いに分かちあ

い、学びあい、支えあうことで、日々の暮らしを充実させるため、当事者団体への加

入をすすめる」といった趣旨で、次のページにある６団体の皆様と作成を毎年してい

るところです。各団体の趣旨と主な活動、対象者、加入手続き、会費、連絡窓口を記

載していまして、これも毎年更新をしているところです。委員の皆様にも、当事者団

体への加入促進に向け、ご協力をいただきますようお願いをいたします。以上、その

他の（１）から（３）のご説明とさせていただきます。以上でございます。

会長 ありがとうございました。今の説明にご意見ご質問はございませんか。特にご意

見、ご質問はなさそうですが、全体を通して各委員さんや事務局から何かございませ

んか。よろしいでしょうか。特にないようですので本日の議事を終了いたします。委

員の皆様には慎重なご審議いただき、ありがとうございました。

司会 失礼いたします。岩内会長には円滑な議事を進めていただきましてありがとうござ

いました。また委員の皆様におかれましては、各団体の状況などを報告いただきあり

がとうございました。それでは閉会にあたりまして、山本副会長よりご挨拶をいただ

きます。よろしくお願いいたします。

副会長 失礼します。本日は、会長が始めの挨拶でもお話されたように、本当に大変猛暑続

きの中で、熱中症警戒アラートが多くの都道府県に出ているということをコメントさ

れてましたけれども、その中で遠いところからも来ていただいたり大変ご苦労様でし

た。本当にこの夏をどう乗り切るかということで、いろいろ暑さだけでなく、お米の

こと、物価高のこと、いろいろ心配なことはありますが、体に気をつけていただき、

この暑さを乗り切りたいと思います。また次回は１０月の終わりか１１月ということ

で、またお世話になりますが、よろしくお願いいたします。どうも本日はご苦労様で

した。これで終わります。
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司会 ありがとうございました。それでは以上をもちまして南丹市地域自立支援協議会を

閉会とさせていただきます。次回につきましては、先ほど副会長からもありましたよ

うに１０月下旬から１１月ということで、日程が決まりましたら改めて通知でご案内

させていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。本日はお忙しい中あり

がとうございました。


